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研究１ 課題 （例）

次に、この表を見てください。これは、保健委員会で調べたけ

がの原因を、心の状態や体の調子といった人の行動と環境に分け

てまとめたものです。AさんやBさんの話にもあったように、「あ

わてていた」「ほかのことに気をとられていた」「整理・整とんが

されていなかった」ときに、けがが起こっています。このような

状態にならないように気をつけなければなりません。

では、この絵の場面で、どのようなことに気をつければよいか、

考えてみましょう。友達によばれて、あわてて教室を飛び出そう

としている人がいます。向こうから、本を読みながら歩いてくる

人がいます。どちらも相手に気づいていません。このようなとき

けがが起こりやすいです。ろう下に出るときやろうかを歩くとき

は、だれかが急に飛び出してくるかもしれないと思って、気を

つけて行動することが大切です。

研究２ 課題１ （例）

容器に入れて閉じこめた水は、おし縮めようとしてもその体積は

変わらないから。

課題２ （例）

資料１から、紅しょうがは、ムラサキキャベツのしるで着色され

ていること、資料２～４から、ムラサキキャベツのしるは、酸性

の食酢によって赤色に、アルカリ性のたまごによって緑色か黄色

に変化することがわかる。紅しょうがの赤色は、酸性の食酢によ

ってムラサキキャベツのしるの色が変化したものであり、紅しょ

うがの色が赤色から緑色に変わったのは、アルカリ性のたまごに

よってムラサキキャベツのしるの色が変化したからである。

研究３ 課題１ （例）



研究４ 課題１

課題２ （例）

あきらの魚

50cmのきょりからさつえいした長さ36cmのおもちゃは、９cmに写

るので、

36÷９＝４ だから、写った長さの４倍が実際の長さになる。

写真に写ったあきらの魚の長さは8.5㎝なので、8.5×４＝34（cm）

みどりの魚

みどりの魚を50cmのきょりからさつえいしたと考える。

30cmのきょりからさつえいしたみどりの魚は13cmであり、写った

ものの長さはさつえいしたきょりに反比例するので、

30×13＝390 390÷50 ＝

50cmのきょりからみどりの魚を写すと cmになる。

実際の長さはその４倍だから、 × ４ ＝ ＝31.2（cm）

差 34－31.2＝2.8（cm）

（あきら）さんのつった魚のほうが（2.8）㎝長い


